
１ 当初予算（要求）額（千円）

２ 当初予算（決定）額（千円）

３ 事業概要
ハンセン病元患者の方々は、長期間の隔離された生活を強いられた結果、故郷とのつながりは

弱く、親族との交流もほとんどない状態である。
故郷と元患者との絆の復旧を実施するとともに、県民が正しくハンセン病を理解し、元患者を暖

かく迎える地域づくりを進めるためのハンセン病対策事業を実施する。

４ 施策の効果
ハンセン病元患者の方々が安心して生活できる、差別や偏見のない地域づくりを目指す。

（１）故郷との絆の回復
元患者の里帰りを実施することにより、県民との交流や故郷を訪問して古里を感じ ていた

だくことができる。
また、県民がボランティアとしてハンセン病療養所への訪問・交流することにより、 故郷と

の絆の復旧を図る。
（２）名誉の回復と後世への教訓、啓発活動の推進

講演会等を通じてハンセン病に対する正しい知識の普及を図り、ハンセン病に対す る差
別や偏見の解消に努める。

また、後世にも語り継ぐためハンセン病記録誌を編纂し、言われなき差別や偏見を 生み出
さない環境づくりを推進する。

５ 要求の内容
（１）ハンセン病療養所入所者里帰り事業費：5,805千円

・ハンセン病療養所に入所している岐阜県出身の元患者の里帰り事業。
・ハンセン病療養所に入所している岐阜県出身の元患者の日帰り社会体験事業。

（２）ハンセン病元患者支援事業費：5,788千円
・元患者に対する県民参加型の支援体制を確立するため、ボランティア・ネットワー クの運

営のほか、ボランティアによる療養所訪問を実施する。
（３）ハンセン病元患者人権回復普及啓発事業費：1,200千円
（４）岐阜県ハンセン病記録誌編纂事業費：11,492千円

・ハンセン病の歴史や元患者の手記、インタビューをまとめた記録誌や高校生を対象 とした
副読本を編纂し配布する。
（５）ハンセン病療養所元入所者慰霊事業費：600千円

６ 決定内容
（１）ハンセン病療養所入所者里帰り事業費：5,700千円
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（２）ハンセン病元患者支援事業費：5,700千円
（３）ハンセン病元患者人権回復普及啓発事業費：1,200千円
（４）岐阜県ハンセン病記録誌編纂事業費：4,000千円

作成方法を工夫し、経費の削減をはかることとする。
（５）ハンセン病療養所元入所者慰霊事業費：600千円


